
編
集
室

○○○○○○○○

　

《
朝
九
時
前
、
妻
に
「
大
変
！
早
く
テ

レ
ビ
を
見
な
さ
い
」
と
叩
き
起
こ
さ
れ
た

…
…
》。
９
・
11
米
国
テ
ロ
発
生
時
の
衝

撃
に
始
ま
る
大
型
連
載「
日
米
外
交
秘
話
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
柳
井
教
授
は
前

駐
米
大
使
。
現
代
史
に
直
結
す
る
日
米
外

交
の
重
要
場
面
に
あ
っ
た
外
務
省
ト
ッ
プ

の
、「
い
ま
だ
か
ら
話
せ
る
」
証
言
と
秘

話
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

中
大
生
だ
け
が
そ
れ
を
読
め
る
。
い
わ

ば
第
一
読
者
で
あ
る
幸
運
を
、
新
入
生
に

も
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
長
＆
総
長
対
談
は
、「
ぼ
く
ら
の
学

生
の
こ
ろ
」
を
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。

　

総
長
は
戦
後
日
本
の
方
向
を
決
め
た
51

年
の
講
和
条
約
前
年
の
入
学
、
学
長
は
60

年
安
保
翌
年
で
す
。
と
も
に
政
治
的
激
動

期
の
世
代
。「
み
ん
な
が
苦
学
生
だ
っ
た
」

と
い
う
発
言
が
印
象
的
で
す
。
貧
し
か
っ

た
け
れ
ど
充
実
も
し
て
い
た
、
と
。

　

い
ま
は―

―

。
20
歳
の
芥
川
賞
２
作
品

を
読
ん
で
、豊
か
さ
の
な
か
の「
退
屈
感
」

に
「
と
き
に
は
、
辛
口
」（
26
ペ
ー
ジ
）

は
触
れ
て
い
ま
す
。
２
人
の
感
性
や
表
現

の
鋭
さ
に
感
心
も
し
な
が
ら
。

　

04
年
、
入
学
年
の
記
憶
。
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
遣
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
…
…
の

ち
に
振
り
返
っ
て
「
あ
る
画
期
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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犬を見て思う
　通勤途中の家から駅までの道のりで、よく犬
を連れた散歩の人を見かける。時間帯により犬
も違うし、それを連れている人間の方も違うの
であるが、家から駅までのほんの10数分であっ
ても、まず見かけない日はない。それも、10時
を過ぎた帰宅の時でもである。私の通勤に会わ
せて犬を散歩させるわけではないから、相当の
数の犬が近くにいることになる。
　犬の数は全国で1000万頭と言われているが、
ここ数年はほぼ横ばいか微減という統計である。
最近特に犬の散歩を目にするように感じている
が、それは私の犬に対して前より関心を持って
見るようになったせいかもしれない。我が家に
も一昨年の暮れから子犬がやってきて家族の一
員として暮らしている。
　犬がやってきたときには、犬は犬なりに家長
が誰かを判断するというので、犬と家長の座を
かけて争うわけにもいかず、かといって譲るこ
ともできず緊張したものである。食事は人間が

済んでから、散歩では人間の後について歩かせ
るとか、子供の教育にも通じることがあるかも
しれない。
　一方、人間の教育のことを考えれば、おいぬ
様ならぬ「お子様」で、なんでも子供優先とい
う傾向がある。特に少子化という時代背景と、
受験競争という特別な環境下で保護扱いが続く。
　犬は非常に社会性のある動物だという。家族
を大切にし、自分が家族の中で分担する役割を
きちんとこなすという。集団の一員であること
を常に理解している。
　テレビで、犬に顔を近づけると必ず口の周り
をなめるという話を聞いた。これは、犬の先祖
であるオオカミに起因するもので、生まれたば
かりの子供とそれを育てるメス、オスは外で狩
猟し、メスと子供の分までお腹の中に蓄えて巣
に帰る。子供はお父さんにお腹が空いたと伝え
る意味でお父さんの口の周りをなめる。父親は
なめられることの刺激によって、胃のなかのも
のをはき出すというのである。
　こんな父子関係は人間には見いだすのは難し
いが、何か気になる話でもある。

広報委員　鎌倉稔成（理工学部）
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